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栽培管理 の違い がサ トイモ の 生育 、 収量および品質に及ぼす影響
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　サ トイモ栽培にお ける種イモ の必要量は収穫量の lf6にもな り、10 ア
ー

ル あた り 200〜250kg

も必要 となる 。 また 、 環境を遵守 した作物栽培を考慮した場合、サ トイモ栽培にお い て も適切

な施肥管理技術を確立させる必要がある。本研究で は、大き い サイズの イモ 収穫比率を高める

とい う農家の経営サ イ ドか らの要望、お よび環境保全を考慮 した施肥管理の 両面か ら、サ トイ

モ の栽培を検討 した 。 また 、 機能性から見た品質に関して、栽培条件の違いが ズイキの 抗酸化

活性に及ぼす影響につ い て も検討を加えた。

（材料および方法）実験は、金沢大学教育学部角間農場 におい て 2003年に実施した。子イモ用

品種 として は、福井県大野市上庄地区の在来品種で ある上庄サ トイモ を用い、ズイキ用 と して

は八つ 頭を用いた。種イモを トップジン M 水和剤 500 倍液に 30 分間浸漬したの ち 2〜3 日陰干

しにした 。 試験区は 、 （1）堆肥区 （400kg！10a）、（2）慣行区 （固形 30号 160kg
，
そ菜3 号 40kg！10a）、

（3 ）緩効性肥料区 ：LP 肥料 50kg110a （LP70：LPs100＝ 30：35）、 および （4 ）皿 肥料 （（3）と

同量）＋石膏 45kgt10a区とした 。 各試験区の栽培面積は 08m × 5m （4m2）と し、畦幅 8〔  、畦

高さ 35  の高畦に 2条植え （株間 28cm、深さ 20crm）とし、黒マ ルチ を利用した栽培とした。

試験は 2 反復と した 。 生育調査は茎数、葉数、草丈、株の地際直径お よび葉の サイズに つ い て

実施し、子イモ用品種で 9回、ズイキ用品種で は 7回調査 した。11 月 13 日に収穫したイモ はサ

イズ別 （Lし LM ，
S

，
2S

，
くずイモ ）に分別 し、 各サイズ別の個数および生鮮重を測定した 。 ズイ

キ用品種は 8 月 12 日と 9 月 29 に採取し、葉柄部 僅 ）の抗酸化活性は DPPH （1，
1−diphenyl−2−

pyc【ylhy（irazyl）によるラジカル消去能を用いて評価した 。

（結果および考察）子イモ 用品種の 葉数は LP 区よ りも堆肥お よび慣行区で有意に多 く、茎数と

株の太さも同様の結果を示し、H ⊃ 区では初期生育が劣っ ていた （第 1
，
2 表）。収穫したイモ をサ

イズ別に分級すると、慣行区よ りも LP 肥料と石膏を併用 した栽培区で塊茎個数および重量が増

加し、Lし LM サイズの比率が高くなっ た （第 3， 4 表）。 商品価値が高 くなるサイズのイモ を生

産するためには LP 肥料と石膏の施用が効果的である事が示唆された。ズイキ品種は、堆肥区で

草丈の生育が有意に促進され （第 5 表）、生鮮重および乾重は LP 肥料＋石膏施用区で顕著に増加

した （第 6 表）。葉柄部を収穫するズイキ栽培におい ては、LP 肥料と石膏の併用施用が効果的で

あると考え られた 。 生鮮重あた りの抗酸化活性 には、8 月収穫時で 試験区間有意差が認め られ、

慣行区よ り堆肥区で有意に高く、LP 肥料 ＋石膏施用区の抗酸化活性 も慣行区 よ り高い傾向が示

された 。 しかし、乾重ベ ー
スでの抗酸化活性に試験区間有意差は認められず、9 月にお ける抗酸

化活性にも有意差は認め られなかっ た （第 7 表）。 早期収穫を考慮した場合、LP 肥料＋石膏施用

栽培、または堆肥 を施用 した有機栽培をする こ とが、ズイキの 生育を促進させ 、かつ 抗酸化活

性を高める効果が期待できる と考え られた 。
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za　1表 栽培条件の 違 い と 茎数 の 推移

1試験区 6月15日　 6月23日　 6月30日　 7 月6 日　 7 月2 旧 　　8 月24 日 9 月9 日　 9月23 日　 10 月7 日

堆 肥 覃．
慣行 区 ．
LP＋石 区

iLP区

3．86 土 0．28 　 5、29 ± 0．56
，3．86± 0．28 ．5．64±O．59
：
2．5丁圭 0．13．3、93 土 0．33
2、5士0．17　 3．71±O、15i

篷i；翼ili籥i　lll欝i韃i鬢i羅lii．ilillili蕪 ili
4．79±0．39　5．36士 0．49　10．14士0．71旨5．64± 0．36 旨6、07 士 D、51　 5、36± 0．39　4．14士 0、瑠4

！LSD （　＝005 ｝　　068 置 33t ．8亅 2．042 ．53 t83186ns157ns ， 1000s

呼 屮
賢 撲磐雛葦（
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第 2 表　地際ζ孝け るサ トイモ 茎 の 太 さ

試験 区 6月 15日　 6月23日 　 6月 30日 7月6日 7月2旧 　 　8月24 日 9月9 日 9月23 日　 　 ID月 ア日

／堆 肥区

慣行区

ILP ＋石 区

iLP区

5．57± 0．30i7 、59 ± 0．40

§：91キ戰 ．9．°9 ± °39

5111± O、i8　．8、49 ± 0．33
．4．94± 0．18　三S．25 ± 0．35

1°．48キP卵勘 ．キ9β8．！9．壁6 翻 照
9
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・13i24・3賜 2q22 ・姻 ρ夛
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昌
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…
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4 °
・
22・37圭 ゜・4

 
2929 士 1・°° 29・81± 1・q7…29・15±°

・
99279 ± 1・14

．
11．79±0．50

旨
14．81±O．5021 ．56± 0．7229 ．81 ± Q．86．31．66 ± O．a4130 ．55圭 tO6 ．2a．71 ± L2 ρ

「
LSD （p ＝0、05）　　 O．74 1．101 ．44n．s． 1、6G 2．46 2、77 3．09 3．22 3．57
＊
平均値± 標準誤差 ｛，n＝14 ）

第 3表 　サ イズ別 に よ るサ トイモ 個数の 変異
．
試験 区 株直径（cm）／〈ずイモ （個）　 2S（個 〉 S（個 ） M （個） L（個） LL（個）　 株収量 〔個〉

．
　株 重量（）

堆肥区

慣行区
．
LP＋石 区 、
LP 区

7．t5± 0、45　…10．10士 1．30
8．39 士 0．63　　 7．80 ± t．01
8．33 ± 0．25　．13．80± 1．41
7．89 ± O．S2　．13．40± O．81

2・TO± O・38 …6・20±PニS9…4・9°± 0．75
3・7Q± 。・5117 ・60キ1・1，6．1・ 4・3。± 0・76
3．了O± 0．49 　／　8＿30± 1．06 　i　7＿40 士 0．55
3．20 ± 0『58 　i　9．50士 ，．23　i　5』70 ± 0、58

2．00± 0．40　　0．10± 0、Q9
4．20±0．，6　．　120± Q．49
3、90± 0．56　：　2．10± 0．61
5．7± 0．69 　：　1．60士 O』38

26．00士 2．10 ．803士 61．SO
30．50 ± 1．66 ．吐084、00士 102．63
39．20± 2、41　「454．00± 136、69
39．50± 2．20　1482．00± 30．25

LSO （P＝G．05 ）　　 1．47n．s． 3．50 置．50n．s． 3．242 ．03 1．81 1、326 ．38 29S．］1
Ψ平均偉士揖響馨
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第 4 表　収穫 したサ トイモ の サイ ズ別 比 率

．n ＝1P．．． nr10 ． 帽 0 ．　 ．．．肝 19．．．． ．．ρ≡さ．

試験 区

堆肥 区

慣行 区

LP ＋ 石 区

　 LP 区

　　くず 　 　 　 2S 　 　 　 S 　 　 　 　 M 　 　 　 　 L 　 　 　 　しL 　 　：M サ イズ 以 上

q疉β4壽Ω，pa．0．1D9 ± 0．02　0．238 ± 0，01　0．1B5 ：ヒ0．02　0，079 ゴ：O．02 　0．005 ：ヒ0，00 ．．q，．〜◎旦．‡ρρ琴．．
．0卍2覈ア‡0．10　0．120 ± O．02　0．253 ± 0．04　0、198 ± 0．02　0、133 ：tO ．02　0．039 ：ヒ0．Ol　q．．3フ0．キq．03 ．
．0．爭爭流≡≒ρ．02　0．083 ：ヒ0．Ol　O．24t ゴtO．02　0．149‡ O．02　0」53 コヒ0．02　0．043d ：0．0 ！　0．3《5 ：ヒ0．O翠
0．353 ± 0．03　0．099 ±0．02　0．207 ± 0．02　0．192 士 0．01　0、099 ± 0．01 　0．050 ± O、Ol　O．341 ± 0．Q2

LSD （＝0．05）　　0．0840 ．045n．s．　　 0．054n ．s．　　 0．054n ．s， 0．054 0．034 0．07
F平均 恆 ± 標準 誤 碧　　n『1Q　　；　 n ＝ 10

第 5 表　ズ イキの 草 丈の 推移

．．賑 ］．0 n ＝ 10 P〒：10 ． ．o＝1．9

．試験 区 6月 23日　 　6月30日

堆肥屡

慣行区．
LP±石匿．
LP区

7月 6日　　 7月21日

i3職 〜・12i4P・83± 乳6°…9．’・3q‡・53
．
… 胤 脚 ・・煕 ・8 ・β・．17土 ・．71 ・・3．・5・ …

8月24日　　 9月 9日 　　 9月23日

蝦 ；：ll撒嬲 1錨 鶚1：1｝圭；娜 ：錙 器慧器 騾
LSD （　＝0．05）　　5．67

．20・01 ± 1・0ア：26・°°± 1・92 ．34・01± 1・94．59・6ア± 1．7595 ．5磁 ．77
．．
i65．12i餌 亨

．
ラi66．44鋪 0

7．38 1．79　　　　　　8．46
率『『均俥士 擁準誤葺（n ヲ〜．．．．．
第 6 表 ．ズイキ生 鮮重 お よび乾物重め変翼

．．
12．32　　　　　11、85　　　　　　14．54

｝
堆 肥 区

償行 区

LP＋石 こう区

LP 区

20．50：辷2．20
20．8± 2，05
32．4±3．43
29．6±4．18

　40．22± 3，62
　43．98d ：4，15
、．．66．00± 5．11
48．88±3．46

1．99± 0．61
2．06± 0．91
．．．2，98± 0．91
3．37± 1．24

2，91±0，39
2．90± O．22
2，88：ヒ0．46
2．50 ：ヒ0．34

＊平均値± 標準誤 差　　　 n −40　　　　　　n＝40

第 7表　ズイ キの 抗酸化 活性 （BHT 相 当量 ）

n＝8

　　　　　　　　　　　鮮 重　　生 鮮 重　　乾物 重　　　　重
試験 区　　　　　

．／8月 14日 ．・，9in　29日・．；β月 14日 響 1∴9月29日 tt．

一

n＝8

憤 行 区

LP ＋ 石 こ う区

LP区

1．28＿0．20
0．6フ± O．10
1．04 ± 0，09
0．81± 0．06

1．37 ± 0．13
1．16± α08
1．44 ゴ：0．10
1．35 ± 0．11

LSD （　＝0．05）

3．95 ：辷0．49
3．81± α36
4．11± 0．44
3．49d：0．35

3．88 ：ヒ0．49
3．86 ± 0．21
4．25 ± 0．47
3．82 ：辷0．45

0．410 ．35n．s． 1．3フn
’．s． 1．38n．s．

＊平 均 履 ± 標準 誤差 n ＝6 n＝6 n ＝6 n ＝6
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